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要 旨

日帝强占期 朝鮮總督府 敎育目標 植民地兒童 植民地支配体制 順応 植民地の の は が に するという、 、

近代人 養成 育成 日本兒童 与 良 日本人的 表象 記号として し することであった に えられた い な と は。 、

植民地兒童 良 國民 良 日本人 良 日本人的 植民地兒においても い あるいは い であった しかし い な、 。 、

童 自由 道德的行爲 主体 信念 価値 持 存在 植民地兒童 敎育は な の として や を った ではなかった は、 、 。 、

政策 敎科內容 通 徹底的 規制 統制 非自發的 他律化 日帝 統制や を じて に され された で された の メカニ、 、

自動化 人間ズムに された であった。

本硏究 日帝 植民地朝鮮 行 多樣 植民地兒童 誕生 如何 働では の に った なイデオロギーが の に に いた、 、

植民性 如何 作用 注目 植民地統治 兒童 思惟 行動樣式のか そして に ほど したのかに した また を の ・、 。 、

社會觀 樣相 類型化 見 類型 通 植民地兒童 誕生 日や の によって して た この を じて がどのように し、 。 、 、

帝 目標 植民地的植民性 一般化 本質 虛像 總体的 考察が する に されたのか その と を に した、 。

規律 極端性 勤勞 隸屬性 盲目性 封建性 上下關係 社會觀 誠實性 順從性キーワード
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